
ペノレセポリスのダリウス王宮

(タチャラ〉の性格について

伊藤義教

アヴヱスターやパフラヴィ一語文献を主として取り扱っている筆者には，古代ベルシア語

碑文について論を成すの資格もないが，年来疑問視していたパフラヴィ一語文献上の問題を

解決する必要から，しばらくぶりに，古代ベルシア語碑文に取り組むことになった。それを

機会にまとめたものがこの小論であるが，専攻してもいない西南アジアの歴史や美術の領域

にもふみこむことになって，いささか，とまどいを感じている。そのような事情もあるので，

イランの歴史，美術，考古学，言語，文学などを専攻される方がたから，忌J障のないご教示

を仰ぎたいと考えている。

ベルセポリスの建設がダーラヤワウシュ I世いぜんに構想されていたかについては異論も

あるが，同大王によってこの事業が本格的に取りあげられたことは，改めて論ずるまでもな

い。そして，その建築がほぼ全容をあらわしたのは，アルタクシャサ I世の時代と考えられ

ている。しかし，この王宮群がどのような性格をもつものであるかについては，それが行政

の中枢をなすものではなかったという，はなはだネガティプなことしかわかっていなし、。そ

れというのも，西欧古典古代にはこの王都が機能していた時期の同時代的情報がとぼしいか

らで， クテシアスさえも，これに言及していないのである。したがって，それは一種の秘宮

に似た面を有していたとも，言いうるであろう。現在一般に行なわれている説では，新年祭

の挙行場として大王の勢威を示すにあったとされているが，その新年祭にしても，春分か夏

至かについて説が一致していない。この不一致はあるにしても，大王を可動王座にのせてそ

れを運んでいる浮彫の場面は， 新年祭と関連させて， 理解しうるものとみられるから， 新

年祭とこの王宮との関係は，ほぼ肯定してあやまりないものと思われる。こうした想定に基

づ‘いて，個々の建物が同祭典にどのような役割を演じたか，貢納者の行列が大王との出会い

を，どこで，どのような形でもっていたか，また，その貢納物がどのように処理されていた

か，などの点について，諸説がし、ろいろと提起されている。そうした諸説のーとして，しば

しば引用されるR・ギルシュマン(図版I参照)の説を要約して示すと，大王と貴族はアパ
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図版I ベルセポリス

険 大玉らの行進路(ギルシュマンによる)

b 貰納使節らの行進路(ギノレ、ンュマンによる)
2 万国の門

5 アパダーナ〈ただい註3参照のこと)

7 中央官(三門官， トリピヮロン〉

8 ダーラヤワウ、ンュのタチャラ=アノレ夕、、スターナ(宝蔵〉官

9 クシヤヤール、ンャーのタチャラーンディシュ(吾民j官
10 (大〉百柱の間 16 九十九柱の間

11 未完の大門 17 宝席

15 (小〉百柱の問

回一時 ‘P 
'-' 

時

(註 3)

ダーナ (5)で会合し

たうえ， トリピゥロン

(Tripylon一三門宮〉

(7)を経てダーラヤ

ワウシュ王宮〈タチ

ャラ一一氏はこれを

Banquet HaUとよん

でいる) (8)に入っ

て饗宴に臨み，相たず

さえて三門宮を経て王
ま

座の間(大百柱の間〉

(10)に入る。その間

に，貫納者たちは万国

の門 (2)を経て未完

の大門 (11)を通り，

王鹿の間 (10)の北の

広場に参進し，一々呼

び出されて王座の問に

入り，携えてきた献上

品を大王の足下に奉呈

して退出するが，その

献上品は王座の聞の南

にある宝庫 (17，16， 

15)に収納された，と

いうのである。もっと

も，このような手順は，

ベル'セポリス王宮が全

容をととのえてからの

ことで，それまでには，

いくつかの段階があっ

た。アパダーナの完成



はクシャヤールシャー I世のときであり，王座の間もアルタクシャサ I世の時代に完成され

た。万国の門もクシャヤールシャーの造営にかかる。したがって，それらに先きだっ時期に

おいては，手11慣もかなりちがっていた。宝庫 (17，16， 15)とよばれるもののうち，九十九

柱の間 (16)とよばれるものがダーラヤワウシュによって，外国使節引見の場として急造さ

れ，そこで受けとられる献上品は宝庫 (17)に収納されていた。ところが，献上品の増加に

つれて在来の宝庫 (17)では不足するために，九十九柱の問 (16) も宝庫に転用され，代わ

って九十九柱の聞に北接して小百柱の聞く15)がクシャヤールシャーによって，使節引見の

場として造営された。しかし，これもまた九十九柱の聞と同じ運命をたどり，あらためて，

上記王座の聞く大百柱の間) (10)がつくられるようになった。ギルシュマンの解釈を要約

すると，だいたい，このようになるかと思われる。

この説を批判したり，別の説を引用したりして，新年祭の行事と建物とのかかわり合いを

ここで追及することは，本稿の性質からみて好ましくないので，このテーマをこれ以上追う

ことは，さしひかえることにしたい。というのも，筆者の立場からすると，確実な基盤を設

定することが先決問題で，新年祭の行事と建物との関係を論じることは，そのつぎの問題だ

からである。古代ベルシア語碑文の的確な解読をしないままか，あるいは碑文そのものをま

ったく読まないままで，考古学や建築学などの立場からなされる議論には，時として再考を

要するものもありうるであろう。
(註 4)

まず， 本稿の表題についてであるが， タチャラ (tacara-)なる古代ベルシア語は， 一般

に，王宮とか宮殿とかを意味することばとして受けとられているので，しばらくそれに従っ

て「王宮〈タチャラ)Jとしたが， ただしく定義するなら， 単なる王宮や宮殿の意味ではな
(註 5)

い。スーサのダーラヤワウシ L 大王の王宮に dacaram(acc. sg.)なる形がみえるところか

ら， 先インド・イラン語とみる学者もあるが， やはり tacara-をただしい形とみて語根を

tak・に求めるべきである。ここまでは一般にみとめられているが，そこからあとが多くの説

にわかれている。 taιは走る・流れるなどを意、味する O そのような tak-からの派生形とし

て tacara-は「つらなりあっている部屋をもっ建物」であるとか r競馬場Jであるとか，

あるいは「円形炉のある場所Jであるなどと解されている。しかし tacara-の構造は現在

幹 taca-に -raを接辞した形であるから，tacara・は行為者名詞であり，それが建物を示す

場合には，建物そのものが走るとか，流れるとかの運動・動作に主体的に関与しなければな

らない。古代語では，このような関係は，おろそかにできないのである。そうした視点から

tacara-をみると， これは建物自体が走り出るか流れ出るかして建てられているもの，つま

り，主要建造物たる本館・本邸があって，それから派生しているものを示すことがわかる。
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tacara・とよばれるものは本邸の離れ屋，その別邸・別館である。 この意、味が理解されるな

らば，ダーラヤワウシ阜のタチャラとは中央宮 (7)かアパダ、ーナ (5)一一アパダーナの

完成はクシャヤールシャーのときであるが，起工は夕、、ーラヤワウシュのときーーに対するも

のであることがわかる。中央官というのは，ヘルツフェルトが三門官 (Tripylon)を命名し

た建物であるが，最初期にはこの王宮がアパダーナや九十九柱の間，大小百柱の間の機能を

兼ねていたものと思われる。 この中央官かアパダーナを mainbuildingとみて， ダーラヤ

ワウシュのタチャラというのは，その detachedpalaceであった。したがって，これらの建

物が同時に起工されたとしても，タチャラのほうが論理的には従たる地位にある。また，こ
(詮 4)

のタチャラの南東にあるクシャヤールシャーのハンディシュ Handis宮 (9)を検討してみ

よう。 この建物の柱脚の半円形割形 (torus)が多数発見されている。発見場所は， いわゆ

るハレムとよばれる建物の西翼の最西端の数室であるが，これらのトルスはハレムのもので

はなくて，ハンディシュ宮のものである。しかも，それにみられる碑文 (XerxesPersepo1is 
(議 6)

碑文j)は， クシャヤールシャーがこのタチャラを建てたと報じている。したがって，この

ハンディシュ宮もタチャラである。この場合，中心とみるべき建物は，父王の建てた中央官

(7)か， あるいは， 父王が起工しクシャヤールシャーみずからが完工したアパダーナか

であるo このような関係はスーサにも， あてはまる。 アルタクシャサH世のスーサ碑文a
(註 7)

(Artaxsa~a II Susa a)によると， ダーラヤワウシ品大王の建てたアパダーナがアルタク

シャサI世のとき焼失したのを，アルタクシャサE世の手で再興したことがわかる。ダーラ
(註 5)

ヤワウシュのダチャラというのは，この焼失したアバダーナに対するものであった。したが
ごうじよう

って， スーサの場合は， スーサの「ダーラヤワウシュのタチャラ=ハγディシュ(合成〉

宮」というのが正しく，ベルセポリスの場合も，ベノレセポリスの「ダーラヤワウシ L のタチ

ャラ二アノレダスターナ〈宝蔵〉宮J(これは本稿で詳しく取り扱う)，同じく「クシャヤール

シャーのタチャラ二ハンディシュ官」とよぶのが正しい。ベノレセポリスの場合， これまでの

ように， タチャラをダーラヤワウシュの王宮にのみ用い， クシャヤールシャーのそれには

「クシャヤールシャーのハディシュ(今やハンディシュ)Jという呼称を用いるのは， 片手

落ちである。クシャヤールシャーには，このほか， ベルセポリス基壇の南 500mにもタチ

ャラ〈十二柱の間〉が1951年に発見されている。これも，ベルセポリス基壊を中心とみれば，

まさしく「離れJである。近世ベルシア語では，tazar (くtacaraうは summerhouseと

なっているが，夏場の居住用として，常住の本邸から離れて建つものであるから，意味のう

えで問題視する要もない。

こうした取り扱し、から，論考の筋が，おのずと， 夕、ーラヤワウシュのタチャラ宮に及んだ。
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ギルシュマンは，上説したように，

Banquet Hallとよんでいるが，

この建物の機能については， 王の

private palaceなどといった程度の

もので，あまりポジティプな議論は

なされていない。これは，ベノレセポ

リスの遺構中，荒廃度のもっとも少

ないもので，原型を復原するのに大

きな困難がなしこの点でも古くか

ら注目をひいた。図版Eは E.F. 
(註 8)

Schmidt: Persepolis 1によった復

原平面図〈部監の番号は問書の説明

にもとづ、いて筆者の加筆したもの〉

で，同じく Eは M.Dieulafoy: 

L'art antique de la Perse， III， Paris 

1885， Pl. VIIの推定復原図である

(註10も参照のこと〉。現状は，柱・

屋根(天井)(いずれも木製だった〉

はなしまた壁体充填用の土煉瓦も

崩壊し去って，石造りの用門〈室か

回目

9 

~D::::: 

ロロ

12 

四回

ロロ回目

ロ口 2ロロ

口口口口

回目回目

回目四回

図版H ダーラヤワウシュのアルダスターナ(宝蔵〉宮

の推定平面図

番号はシュミットによったが，本論稿では 1，2，・・

とよばずに， とくに No.をつけて No.1，No.2，・

とよぶことにする。

ら室へ通じるもの)，同じく窓枠およびニッチ (niche-壁禽〉をのこしているのみ。用門は，

図面の示すように，いくつかあるが，柱廊 (No.めからメーンホール (No.2)に通じるも
(註 9)

ののみが碑文 (Darius Persepolis a，その他〉を有する。窓枠は，この正面用門の両側に 2
(註10)

基ずつ，計4基を数え， もとは各窓とも木製のシャッターをそなえていたと思われる。ニッ

チは全部で10基一一内訳は，柱廊 (No.1)の東西両壁におのおの 1基(計2基)， メーンホ

ール (No.2)の北壁と東壁にそれぞれ3基，そして西壁に 2基である。 ニッチは箱のふた

のような形のもので， くぼんでいるが，窓枠と異なり光を通すことはない。

これらのものを残しているこの建物は，上記 DariusPersepolis碑文aによって，ダーラ

ヤワウシュ大王の造営したタチャラ宮であることがわかるが，それにもまして重要な碑文は

Darius Persepolis碑文cである。 この抑文も，例のごとく，古代ベルシア，エラム，アッ
(註11)

カドの3語版から成っているが 4窓と10ニッチに縁取りのように， 1寸形に付刻され， し
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図版既 ダーラヤワウシュのアルダスターナ(宝蔵〉宮の推定複原図

デュラフォアによった。正面柱廊を中心とした景観。

かも各窓には内外〈北南〉両面にそれが見られるので，碑文cは，けっきよし 18回(窓に

2x4=8回，ニッチに 10回)， 同文のものが繰りかえされていることになる。左側には下か

ら上ヘエラム語，上部には水平に左から右へ古代ベルシア語，者側には上から下へアッカド

語版が，いずれも 1行にしるされている。テキストを示すと，つぎのごとくである。

Elam. har-綱-d，

hu“.喝ut-嶋tuk-kα

o. Pers. ardastana aOangainαDarayavahaus xsayaOiyahya v掛かakarta 

Akkad. ku-btψur-ri-e aban ga-la-la二nabふitIda-a・fιja-仕mussar・rizp-su-' 

ヨーロッパでこの碑文に特別な関心をよせた最初のひとは，おそらくシャルダンであろう。

彼は A.D. 1666についで， 1674にもベルセポリスを再訪して詳報を提供しているが，彼
(註12)

のベルシア紀行の図版 LXIXはこの碑文を示している。 これにつづく古いものでは E
(註13) 註14)

Kampferや c.de Bruinなどがあるが， 解読までにはまだ 1世紀半ばかりを待たねばな

らなかった。古代ベルシア語版は「ダーラヤワウシュ王の(王〉官につくられた石(づくり〉

の ardastana-Jと誠っている。 ardastana-なるよみかたの正しいことは， エラム語版の

har-da-is-da-naからも確認される。 エラム表記 -sd-(-is-d.砂〉は， 一般に古代ベルシア語
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(註15)

(以下しばしば o.P.と略記〉音・st-，時には・芝d-をあらわすが， O. P. -st-をも示すこ
(註16)

とができるからである。そ ζで， o. P.版とエラム語版とは ardastana-を解明すれば，

ほかに問題はないことになる。

O. P. ardastana・は，だいたいにおいて r窓枠」という意味で理解され，これに見合う

ように，種々な語原が提示されている。ここでは，それらを年代I1買に挙げて批判することか

らはじめよう。

(1) Chr. Bartholomae: Altiranisches Warterbuch (以下 AirWb.と略記)， Strassburg 

1904， col. 193は arda-を Av.ara8a-“halb" (Ind. ardhaうとむすびつけて，

ardastanaω を Halbstand，vielleicht Fensterkronung od. -simsと解している。「半分

で在るもの (Halbstand)j というのは，窓枠のタテの寸法が，用門のそれに比して，半

分ぐらいしかないことから出た解釈であろう。あるいは「半立ち」といってもよいかも

しれない。しかし，そういう意味の合成詞は -stanaでなく ，-sta (Ind.-stha)かその

derivative -stat，づtati(Ind.では -sthiti，-sthitiが対応する〉で終わるのが通則である。

Halbstandならば，動詞前接辞と -staとの合成詞とみられるから，pait付ta-r田宅j，

upa-sta-r援助j (cf. Ind. prati~~hã-， vi~~há-) のごとき構成をもっ行為名詞でなければ

ならない。これにたいし，-st伽 αで終わる 2幹合成詞は「前肢の示すものの所在すると

ころ」を意味する，例えば Av. gaostana-r牛舎(牛のいるところ)j， aspo.stana-rう

まやj，ustrδ.stana-rラクダ舎Jのごとくである。 したがって，バルトロメー説は成立

しカ~j;こし、。

(2) E. Herzfeld: Altpersische Inschriften， Berlin 1938， pp. 74-76は ardastana-

“dρ80灯台η"と解し，arda-をAv.ara8wa-， 3radva-“auf-一一， nachoben一一一， in die 

Hohe gerichtet " (Air時も.350)(cf. Ind. urdhva-)とむすびつけた。 op80(l"rat'ηは「高

く立っているもの」一般を示し，また「柱」をも示すが，ヘルツフェノレトは，おそらく，

Torturm r門塔」を意味したのであろう。 しかし，arda-と ara8wa-，3radva-とのむ

すびつきはともかくとして，-stana合成詞にたいする氏の解釈はパノレトロメーと同じ過

誤を犯している。 他の諸氏と異なり， ヘルツフェルトはアッカド語訳 ku-bu-U1γ l-eす

なわち kuburreをとりあげて， その語根 KBRr大きくなる」に言及している点はす

ぐれているが， KBR>kuburre (kuburrum)の語解を誤っているのは惜しい。 この語

については， あとで取り扱うことにする (p.11以下参照〉。一ーところで， このヘル

ツフェルトは，のちに，その著 Zoroasterand his World， Princeton 1947， p. 684で

ardastana-“frame， corner-pi11ar"なる別の解釈を打ち出した。 このために， 氏は
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kuburreの語根として，KBR r大きくなるJとは別のKBR“6ρtCeω"r制約する，枠

づける」なるものを措定したが， これは洛意的である。氏は ard仕の語原としては，

おそらく Av.aro(1ル“Seite"(Air Wb. 193) (Ind. drdha-)を考えたのであろうが，

-stana合成詞への理解がまちがっている点は，依然として改まっていない。

(3) R. G. Kent: Old Persian， New Haven 1953 (2nd and revised ed.)， pp. 16， 53， 

171は arda-を「光」の意味に解し，ardasttlna-を“light-place，place of light， i. e. 

window-frame or ・cornice"と説明した。この見解は，-sttlna合成調への解釈を誤って

いない点では，これまでのものに比して，すぐれているが，ard仕が「光Jを意味する

となす点は首肯しがたいし，また，光を通さないニッチはどう取り扱えばよいのであろ

うか。 KentはO.P. ardata-=Av. d1・azata-r銀J(Air Wb. 352)， Ind. rajatd-“white; 

silver"から ardjル「光Jなるものを措定するが， Av. raocana-， Pahl. rozan， N. P. 

rtlzan r窓Jからみて， O. P.としては *raueana-r窓Jをまず考えるべきか， それと

も *raucana-を elementとするなんらかの合成調を「窓枠」に措定すべきであろう

ーーもっとも， O. P. raucah-， Pahl. rδz， N. P. 1・uzは“day"を意味するが。

(4) W. B. Henningは， M. Mayrhofer: Das Altpersische seit 1964 (w. B. Henning 

Memorial ~ゐlume， London 1970所収)， p. 284によると NumismaticChronicle， 

6th Series， XVI， 1956， p. 328 and note 1において O.P. ardasttlna剛>*al-sttln>

N. P. tlstan(e)“threshold， sil1"と解し，ardasttlna-af}angaina-を“stonesil1"と

訳したとのことである。 Mayrhoferは1.Gershevitchから通報されて， この解釈を

ein entscheidender Fund と称しているが ardasttlna-は tllesttln(本稿 p.15参照。

N. P.も理論上は同形のはず〉とはなってもおtanとはならないし， O. P. arda・の語

義も示されず，また -sttlna合成詞にたいする解釈も賛しがたい。 Mayrhoferの立場

については p.9をも参照されたい。

(5) W. Wust: Altpersische Stud1:en，乱1unchen1966， p. 22 ~ま ardasttlna- を *arda­

sttlntl-stana-“Halb-S如 len-Stand"すなわち r(長さ〉半分の柱で立っているもの」の

haplologyとみて，そこから「窓枠Jの意味を得ょうとした。しかし，sttlna-を補って

* arda-sttlntl-sttlna欄とすれば， もはや，それは Halb-Saulen-Standとは訳することがで

きず， Statte wo Halb耐Saulengefunden sindでしかありえない。このような意味から

窓枠の意味を引き出すことのむずかしさは， Halbstandの場合と同様で，写真をもって

牽強附会的に説明して納得を求める以外に方法がない。

以上，いずれも，根本的な難点を有していることがわかるが，これらに共通した立場とし
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て，もうひとつ看過しがたい点がある。それは，いずれも，ardastana-を建築用語としてい

ることである。 この建物には， 上述したように， 南面に 4窓があり， その各窓には南北両

面に銘文が造刻されている。窓を取りいれた建築として，このタチャラ宮はイラン建築史上

注目すべきものとされており， そういうところからも ardastanaーを建築用語とみる伝統

C?)が生じ， まだそこから抜け出せないのであろう。 南窓に惹かれて， このタチャラ宮
(註17)

をWinter-Palace と称するひともある。 M.Mayrhofer: Handbuch des Altpersischen， 

Wiesbaden 1964， Lexikon， p. 104にも

ardastana-m. Terminus der Baukunst， (Fenstergebaude， Steinquader mit Fenster・

6妊rlung'・….. Etymologisch sicher ist nur s t a n a-als zweites G1ied; . 

とあるほどである。 arda-は不明で stana-しかわからないが， 建築用語で「窓様の構造，

窓を引りぬいた切石づくり」であるというのである。上記したように (p.8)， 氏はその後

Henningの ardastana-“sill"説を決定的なものとしているが O.P. arda-が不明であ

ることは， 依然として， 同じではないか。 A.Mei1let et E. Benveniste: Grammaire du 

Vieux Perse， Paris 1931， ~ 293“montant de fenetre (?) "， ~ 387“corniche (?)"には

建築用語だとの明言のないのはさすがであるが，arda-の語義不明のため，在来の説を疑問

視しながら紹介するにとどめている。

では ardastana-はいかなる意味であろうか。 これまでの取り扱いで、確実になったこと

は，ardastana-とは rarda-の在るところ」という意味であるから，arda-さえ解明すれば

よいことになる。筆者によれば arda・は「繁栄，財宝，富」などを意味し， 語根は αrd-

「増大する，栄える，富む」である。 ar・d-(<>>・ad胴〉は Ind.rdh-と同じものであるが， 古

代イラン語として実際に在証される形は，いずれも，それが自動詞であることを示している。

定動調形 (verbumfinitum)としては，アヴェスターの Yasna5011 に aradatが指摘され

るだけである。

c daUI aDhaus aradat voha mana:()ha 

d haiOyavarastqm hyat vasna farasδtamam 

その御意のなかにあって最第ーなるものを，ウォフ・マナフを通して

実現し給うために，世の創造主が富み栄え給わんことを。

筆者も，この句の解釈には，十全でなかった。 これまでのどの訳をみても arada~ は他動

調，その目的語は hai・'Oyavarastqmとされている。しかし，hαifJyavarast伊η は -taに終わ

る女性調の acc.sg.ではなくて，絶対不定調 (absoluteinfinitive) r実現するために」であ

る。 aradatは語根アオリスト仮定法3人称単数で，意味は「富み栄え給うように」。世を正
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普界にするために，アフラ・マズダーが官み栄え給えと願われるのは，この神によって天国

の資産 (1.5ti-)が有資格者に約束され， かれがそれによって富者(福者 aradra-)となり，

天国に迎えられるようになることを目的としたものである。 このががを有するアフラ・マ

ズダー自身も， したがって， 富者〈福者〉である。信者救済のために， 神がますます富み

栄えんことを願われるのは， このような事情を背景として理解さるべきである。 このこと

については， tm稿 GathicaVII aradra-(Orient vo1. 6所収)を参照願いたい。 aradat

haifJyavaraStq.m は「……の実現を促進し給わんことを」ではない。 Av.ard-(d1・adうには，

このほか，派生形として，分調やその他のものが 2，3指摘される。列挙すると:

(1) 'Hradatρdrf-一一これは第3サオシュヤント Astvat.a1・ata-の母の名で Yast13142 に

見え，*aradat.pitar-1栄えている父をもつもの」の女性形。 AirWb.350“diedem Vater 

Gedeihen scha妊t"以下，これまでの諸訳は， みな賛しがたいo PahlavI語訳では Gδbag-

pidとなっているが，アヴェスター語形と意味は同じである。 gobagの正確な訳は示されて

いないが， H. W. Bailey: Zoroastrian Problems in the Ninth-century Books， Oxford 

1943， p. 83によって， ζの gobagは的確に解明された (M.Mole: La legende de Zoro・

astre selon les textes pehlevお， Paris 1967， p. 229， n. 15をも審照)。

(2) a1・adwan-adj. 1富める， 栄えているJ一一一これは Yast10120にミスラ神を形容する語

として用いられている。 AirWb.350“dergedeihen lasst， fordert"や1.Gershevitch: 

The Avestan Hymn to Mithra， Cambridge 1959， pp. 132-33:“furtherer" ではなく，

Y t. 10120: Mi・'fJro材ゆiamazdayasnanqm yqm asaonqm aradwa は「ミスラは，義者なる

すべてのマズダヤスナ者たちのなかで富み栄えているもの」でなければならぬ。

(3) aradwδ.biιadj. 1多くのものを癒やす」一一前肢は(2)で扱った aradwan幽と同じである

が， ここでは“abundant"の意味。みが合成詞の意味については， Yasna 4416のαhum.biι

「世を癒やすものJを参照したい。 Yast1217に霊木竹spo.bか (1すべてを癒やすもの」

の謂〉を描写して avq.mvanq.m，. .ya hubis aradwδ.bis ya vaoce Vlspo.bis nq.ma rよく癒

やし， 多くのものを癒やし， Vlstd.b:s-の名でよばれている， かの木Jとある。 hubis-は

Air TVb. 1829“der gute Heilmittel hat"ではなく ，aradwo.bis- も At'rWb.351“der 

energische， kraftige Heilmittel hat"や J.Duchesne-Guil1emin: Les composes de l'Avesta， 

Liege-Paris 1936， ~ 201， 19 (p. 158)“aux remedes e伍caces"ではなく Vlspo.bis・も

Air W'b. 1469“der al1e Hei1mittel hat"や J.Duchesne・Gu日lemin:op. cit.， ~ 103 (p. 

71)， ~ 201， 71 (p. 164)“q ui a tous les remedes"ではない。 E.Benveniste:肋 tes

Sogdiennes (Bulletin of the School 01 Oriental Studies 9 (1937-39J)， p.506は vfspo.bz'S，幽
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を“quiguerit tout"と正しく解している。ここに立場した3個のみが合成詞の前肢 hu-，

araDwo.-， viφδ.・は，動詞 ard・Carad-)が白動詞であることを明示している。
(註18)

上例中， (1)勺radaf.Pitar-( > f. aradat;.faDゅ〉は Vedicに類形を有する。 rdhad-rti-[""ゆ
(註19)

たかな速さをもつもの」と rdhad・vtlra・「ゆたかな富をもつもの」がそれであるが， このほ

か SatapathaBr.には ardhuka-adj.“prospering"がある。この ardhukα・からも Ind.

*αrdha・「富， 栄え， 財宝Jを逆推措定することができる。すなわち， bha-> bhdvuka-: 

bhdva-/ vid-“to :find" > veduka-: veda-/ nas-'‘to disappear" > ndsuka-: nti勾-/ kam-

>kdmuka・:kdma-などに準じて，rdh・>ardhukα・ *ardha・を措定しうるのである。もっ

とも，このような逆コースからでなくても， arda-: Ind. *ardha-は容易に得られる。けだ

し，ard-Crd-): rdh・からの ard.α・*ardha-なる derivationはきわめて普通だからで，

実例ははなはだ多し、 Vl.ι“to:find" > Av. vaeda・m.“五nding": Ind. veda-m.“ditto" 

/ふ“togo">Av. aya・m.“going":Ind. aya・m.“ditto"/ Av. diz-: Ind. dih・>Av.

daeza-m.“mound ": Ind. deha・m.“body"/ Av. gus-to hear": Ind. ghu~・“ to cry 

aloud "> Av. gaosa-m.， O. P. gausa-m.“ear ": Ind. gh6~a・ m. “ noise" / etc.のごと

し。 それゆえに ardasttina-の arda幽は ard・Carad-)からの派生詞として「財宝，富，

栄え」などを意味することは，いまや確実となった。 したがって ardasttlna-とは「財宝

の在る場所， 宝蔵， 宝庫」の意味で Ardastanaとはダーラヤワウシュ大王が，そのタチ

ャラ宮を，用途に即して命名した名称である。従来のように[""窓枠Jなどの意、味ではなし

まして「窓」などでは断じてない。常識からでもわかろうではないか。窓枠・窓枠などと，

窓やニッチにひとつひとつ彫りつけるなどとは，考えられないことである。上に展開した議

論私学問などという大仰なものではなく，常識上おかしいことを常識的におかしくないよ

うにしただけのことである。

さて，常識論が出たついでに，こんどはアッカド語版を取りあげてみよう。これも常識的

に考えれば， きわめて自然な解決のつく問題である。 テキストは p.6に示した。 通用語

形に翻ずると kuburreaban gali1la ina blt Dtireyavds sarγi伊s11' で， 意味は古代ベル

シア語版と同じである。強いて異を求めるとすれば， O. P.では αrd.αsttinaaOangaina [""石

(づくり〉の宝庫」とあるのにたいし，アッカド語版では kuburreaban galtila [""研磨され

た石 Cabangaltlla) (づくり〉の宝庫」とあって， O. P.版と異なり，石材の処理を明らか

にしている点であろう。 このタチャラ宮が Hallof Mirrorsともよばれるのも， もっとも

である。ところで，問題はんuburreである。結論をさきに出して， [""宝庫」と訳しておいた

が，kuburγEは初burrumの後期の形であるから，以下 kuburr・umを多く用いて論をすす
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めてゆこう。これについては，上説 p.7でヘルツフェルトの説を紹介するときに， 一部触

れるところがあった。語根は KBRまたは初btlrumi大きい，大きくなる」で，kuburrum 

はこれからの派生形 purussタイプである。 i大きくなる」とは ard-(arad-): Ind. rdh・

とまったく同ーの概念であるから，この動詞からの派生形 kuburrumが ardastana-の訳語

にえらばれたのは，至極当然である。アッカド語としては，仰russタイプの派生形は， W. 
(註20)

von Sodenも指摘しているように，普通に見うけられるが，kuburrumそのものは稀れで，

在証テキストも後期のものに属する。 Thureau-Danginは Clay:BabyゐnianRecords II， 

n.30および 44にみえるセレウコス朝代のテキストをヲ|し、て，そこに出る kuburアumがも

っともよくその語義を伺わせるものと吉っている。筆者はその原典に接近できないので， E. 

Herzfeld: Altp. Inschriften p. 76をヲlいてみよう:

Alle andren gottheiten treten in den tempel ein， aber Papsukkal dans le ku burru 

de la porte du sanctuaire s'arretera. 

とある。 Papsukkalの像は，他の神々の像のように，神殿のなかにははいらずに，神般の用

門のところの kuburrumのなかに留めおかれることを述べたものである。 この kuburrum

こそ，まさしく収納庸であり宝庫である。 ところが， ヘルツブ zノレトは， この kuburrum

こそ O.P. tlrdastana-'‘dρOOd1:a句"にあたるものと言っているが，大なる誤解である。氏

は，この解釈一一誤っているために，みずからも納得しかねたのであろう一一に飽きたらな

かったらしし のちに， KBR i制約する」なる語根を措定までして tlrdasttlna聞“frame，

corner-pi1lar "を提唱した (p.8参照〉が， 解明どころではなし これでは冥より出でて

冥に入るのみ。 ところが， 登高一呼万山皆応というか， ヘルツフヱルトの説 (ardasttlna・

“6ρOOd1:a句")はそのまま無批判にうけつがれ， B. Meissner und W. von Soden: Akkadi-

sches Handworterbuch， Band 1， A-L， Wiesbaden 1965， p. 498にはヘルツフェルトをヲ|し、

て kuburru“‘Torturm'(ap. ardastana) aus Quadern" と説明している。 筆者によ

れば kuburrumを正しく解釈すれば O.P. ardastana aOangainaからでも， Akkad. 

kuburre aban galalaからでも ardasttlnルが宝庸の意、味であることを解明しうるはずで

ある。あるいは aOangaina-よりも abangaltllaとあるアッカド語訳のほうが，解明には，

むしろ，まさっているかもしれない。

このようにして，ardasttlna-諸島uburrumが「宝庫」であることを明らかにしたが，これ

までの筆者による取り扱いは， もっぱら， 言語の面に集中された。そこで， これからは，

ζの成果をタチャラ宮の構造の面から検討してみることにしたい。 この王宮は間口 30m，

奥行40m，広さ 1200m2 であるから，アパダーナ (5)の 60mX60m，王国互の間(10)の
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70mX70mにくらべると，はるかに小さい。それが，図版Eでもわかるように， 18のスペ

ースに区切られそいる。柱廊 (No.1)はここでは問題外として除くが，それでも 17のスペ

ースがある。このように多くのスペースを有していること自体が宝庫たる性質にふさわしい。

そして，これらのうち I宝庫」の刻銘をもっニッチの背後の部屋は，実に10室 (No.10室

の背後に隣接する No.11室を加えると11室〉をかぞえる。このことは，その各部屋が，そ

れぞれ，小「宝庫」であることを示唆する。このニッチと関係のない部麗はガードマンやサ

ーヴァントの部屋とみることができる。こうして，いくつかの小「宝庫」が集まって，タチ

ャラ宮全体をひとつの「宝庫J一一一大「宝庫Jに盛りあげる。タチャラ宮そのものが「宝庫」

であることを示唆するものは， メーンホール (No.2)の4窓が内外両面に「宝庫」の銘

文を有することである〈上記 p.6)。建物の用途に応じてそれに命名する例は他所にもあ

り， 例えばアルシャク朝の首都 Nisa(Askabadの北西 18km)の Mihrdatkirtの酒摩が

Madustan (くmadu-stana-I酒の在るところJ)といわれていたのも同様である。 タチャラ

宮のなかで，北東の小ホール (No.12)は，これに通じる用門の浮彫りから，大王の私用に

あてられていたことがわかる。 No.12室から No.10室に通じる用門の柱には化粧瓶とタ

オルをもっ無震の従者1人， No.12→No.13ならびに No.12→No.15のそれにはいずれ

も，化粧瓶とタオルをもっ従者1人と香盆と手桶をもっ従者1人，そして， No. 12→No.2 

のそれには大玉と 2従者が，それぞれ，浮彫りされている。 ところが， No. 12室はニッチ

の背後にあるので小「宝庫Jであることが示唆されるから，宝庫と大王の居室とが競合する

ことになるo しかし，これは必ずしも相容れないものではない。 Av.garo damana-はアフ

ラ・マズダーの止住する最勝界であるが gar帽の語原的取り扱いのいかんにかかわらず，

そこはアフラ・マズダーの資産 (istι，上説 p.10参照)一一ーこれは浄土教に説く阿弥陀仏の

功徳に比較される一ーのみならず，人間の行じる善悪行がすべて集積される所である (Yasna

458， 4910， 504， 5115)。この garodamana-が東イラ γのカウィ王国の宝唐に範をとったもの

かどうかは不明であるから， ポジティプには論議できないにしても， タチャラ宮の No.12

室が宝庫と居室とを兼ねても不思議はなかろう。ただ，残念なことには，メーンホール (No.

2)がどのように機能していたかについては， 推論の手掛かりがない。 といっても，宝庫と

しての役割と無関係でなければならぬことはなく，例えば，献上品をここに展示して大王の

高覧に供することも考えられる。ギルシュマンの言う饗宴の開催もポジティブには否定もで

きないが， 開催されたとしても， そのことがこのチチャラ宮の名称 Ardastanaの意味を

動かすことはできないであろう。 それだけでなく，柱廊へ昇降する南の東西両石階の扶壁

(parapet)の両面(北面と南面)や，石階に垂直の北壁面(切石積みでできているタチャラ
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(註21)

基壇の南面〉にも法目すべき人物の群像がみえる。かれらは「万国の門J (2)を経て参進

した貫納者ではなく，大王の下僕として，貫納者たちの献上品を一一中央宵 (7)からであ

ろう一一一このタチャラヱア/レダスターナ宮に移し入れる召使たちとみることができる。かれ

らが搬入する品目は，必ずしも事実を表象したものとみなければならぬことはない。シンボ

ライズしたもの，あるいは様式化されたものとみることも可能であろう。これと類似の人物

群像は，中央官の南の東西両石階の扶醸にもみられる (E.F. Schmidtの上掲番，図版85，

86)。 しかし，アルダスターナ宮の場合は正面石階に彫刻されているのに対し， 中央官では，

いわば，裏口の階段ともいうべき場所である。人物が下から上に向かつて行進するように表

わされているのはアルダスターナ宮と同じであるから，中央官に搬入する場面と解されるが，

もし，この進行方向は様式化されたもので必ずしも事実を表象したものでないとみることが

許されるならば，中央官から搬出する場面とみることができょう。そうすれば，この場面は，

そのままアルダスターナ宮正面石階の搬入場面に接続することになる。つまり，中央宮で大

王に捧呈された献上品は，この裏口階段を経て，アルダスターナ(宝蔵)宮に運びいれられ

たということになる。筆者には，タチャラ王宮の構造面からは，これだけのデータしか抽き

出せないが，中央官裏口階段の群像にたいする解釈の当容は別としても，以上の所論で筆者

の主張を裏づけるには事足るであろう。このタチャラニアルダスターナ(宝臓〉宮の柱廊の

両外端の壁柱 Canta)や南石階〈正面〉のファサードに， クシャヤーノレシャーは

アウラマズダーの御意、により，このハンディシュを，余の父，王ダーラヤワウシュが造

営した

と追刻している (XerxesPersepolis碑文cの一部〉。しかし，この「ハンディシュJは建物

の構造面から来た用語であるから rアルダスターナJという，建物の機能面からする用語

と矛盾することはない。

最後に，筆者は， ゾロアストラ教聖典の歴史を取り扱っている同教徒の伝承からみても，

筆者が上に展開した所論の誤まっていないことを確かめて，この小論を結びたい。パフラヴ
(註22)

ィー語書 Denkardには， 聖典の歴史を取り扱ったいくつかの記載がみられる。 DkD.512
(註23)

(320JI6=DkM. 41117以下や，DkD. 516 (316J9口 DkM.405u以下も， それぞれ，そのひ

とつである。ここでは，まず前者からは，サーサーン朝王シャーブフル I世の業績を伝える

部分 (DkD.51113-20 = DkM. 41217-4132)のみをとりあげ，そのあとで (p.17以下〉後者

からイスラム時代の記載 (DkD.5155-21 =DkM. 40610-4079)を援用して補足することにし

たい。まず， DkD. 51113由20=DkM.41217-4132の記載を見ょう o

Sabuhr i 'sahan 'sah i Ardaxseran nibegiha・izi 'az den 'be 'abω. bizdkih ud 
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star-junbisnih wizandisn ud zaman gyag gdhr dahisn 'bawisn winãhisn 切iag~xir抗

ud +~δτUãgih ud abarlg kirrdgih ud abzar 'andar Hindugan， Hrom <ud> abd.rlg 

zamigiha pargandag 'bud， 'abd.z 'o ham 'aburd ud 'abag Abestag 'abaz handaxt 

ud 'har初 ni drust pacen 'δFδ Ganj i +SiZ智"an'dad<仰 >framud， ud astenidan 

i hamag ardωtan (¥¥:-"昭江い)'abar den mazdesn 'δ以 ar'kerd 

アルダクシエール(1世〉の子，大王シャープフル(1世〉は(ゾロアストラ〉教に由

来し，医学と天文学，運動と時間，空間，実体，創造，発生，破壊，法学と文法学およ

びその他の学術や技術に関するもの(文書〉で，インド，ピザンツおよびその他の諸地

域に散在していた文書をも集めて，アヴェスター(アベスターグ〉とふたたび合併した，

そしてそれの正しい写しを全部，かのシーズの宝庫 (Ganii SiZ智"an)に保管すること

を命じ，またマズダヤスナ教(ゾロアストラ教〉に関する総合宝庫 (hamagardestan) 

の設立を検討した。

この個所は重要な史料なので，多くの学者によって取り扱われたが r……かのシーズの宝

庫に保管することを命じたJ(…匂匂 Ganji Sizigan dadan framud)とあるくだりにと
(註24)

どまり，それにつづく重要な部分は取り扱うことを回避し，たまたま取り扱っても，筆者に

(註25)

は理解しがたい解読を加えたりしている。ここにみえる P仙 vi語¥¥:-"re.lふは (1)'ldst'n 

=ardestan， (2) ，かst'n' = alestanと二様によむことだけが許される。(1)は O.P. ardastana-

(0. P.碑文にみえるので O.P.として取扱われるが，音論的には共通イラン語形とみられう

る)をそのまま踏襲した形であるが，方言的にはパルティア語形であり， (2)は ardastd.na-
(註26)

の ard-が al-となったもので，方言的にはベルシア語形である。(1).(2)いずれのよみかた

をとるかは，本論文には大して重要ではないが， ここでは (1)のほうをとったので，その理

由をあげておきたい。ハカーマニシュ朝崩壊後も Pars地方はその伝統的要素をながく保
(註m

持した。セレウコス， アルシャク朝代には Parsに拠った Fratadar王家は独自の鋳貨を

有し，半独立的地歩を享受した。かれらは，ハカーマニシュ王家との関係を，その王名に誇

示した。 コインに Artaxsahrや Darayawなる玉名のみえるのが，それである。この王家

の遺跡がベルセポリス基壇の近くにあるのは周知のところ。つづいて興起したサーサーン王

家も近くの Staxr(Istaxr)を発祥の地として，この伝統への強い関心を開祖の玉名 Ardax

sahr (Arda訴さr)に見せたが， タチャラ=アルダスターナ宮の正面柱廊 (No.1)からメー

ンホール (No.2)に通ずる用門の東柱南面にはシャーブフルH世に関連のある 2個の碑文

(J:方が 12行， その下が 11行より成る)が刻されている。 筆者は， このような事情から

ω-dastana-なる語が王宮名としてながく保持され， ベルシア語域にありながら， その方
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言的取り扱いをまぬがれたであろうとするもので， そういうところから ltlestltnを排して

ardestelnをとった。 ただし， シャーブフル I世が設立を検討したとされる「ゾロアストラ

教に関する総合宝揮Jが陽の目をみたかどうかは， 明らかでない。 それに， この表現一一

「総合宝庫の設立J(ltst，的l'ldani hamltg ardesteln)一一ーが， シャープブノレ I世の当時，すで

に荒廃していたはずの Ardastana官を修復することを意味するのか， あるいは， 別に宝庫

を新設することを意味するのか，その辺のことも，いささか鮮明を欠く。もし新設すること

とすれば，そして， もし実際にそのことが行なわれたとすれば，どの地をえらんでなされた

のであろうか。 N約nの北西 100kmばかりにある Ardestanは， その都市名からでは，

好個の地であるが， この町とシャーブフル I世との関係に言及したアラブやベルシアの史

家や地理学者を筆者は知らないのである。 Ardestanはパノレティア語域にあるから，地名

にその方言形をとどめているのは論じるまでもない。こうした一連の不明な要素はあるが，

hamag ardestan 'abar den mazdesn rゾロアストラ教に関する総合宝庫」なる解説は，異

論の余地をのこさないものとなった。シャープフル I世は，おそらしそのなかに聖典をは

じめとする種々のものを収納するつもりであったに相違ない。そして， このことから逆推し

てタチャラコアノレダ、スターナ宮の場合を考えると，浮彫りそのものからは文書の保管は考え

にくいが，重要文書保管の可能性が皆無ともいえないであろう。ゾロアストラ教徒はかれら

の聖典の鹿史を取り扱うにあたって， Diz i Nibist r記録の城J (文庫〉にあったその聖典

がアレクサンドロス大正によって焼かれたことを，繰りかえし謡っている。文字の歴史から

みて，このような時期に聖典文書があったとは考えにくいとして，これをゾロアストラ教徒

のフィクシ冨ンとする考えかたが行われている。しかし，教徒の所伝を正しいとすれば，そ

の文庫は，おそらく，ぜ、んじ拡充整備されていった，かのいわゆる宝庫 (17，16， 15)であ

ったかもしれない。 しかし， 最初期の交に想到すれば Ardastana宮にもなんらかの文寵

〈ゾ教盟典でなくても〉が，短期間ではあっても，おかれたと考えられないこともない。

ardastana-> ardestltn (alestan)は， 中世語を最後に， 廃用されたようである。 これは

メディア語 ganza-がはやくから競合したためで，ganza・>ganjは“treasure;treasury" 

の意、味で，オリエントにひろく通用した。 D荏nkardにみえる上掲 Ganji Sizigan rシーズ

の宝躍J (在メディア)もそれであるし，旧約聖書やマンダ教製典にも借用されている。ニ

サー出土のオストラコン No.2107 (B. C. 39の日付あり〉にも GNZ'MLK' r玉の宝庫J
(議28)

がみえる。ニサーの文書は， さらに， 音位の転換をしめす GZNをも有するが， これを地

名に伝えているものに Gaznehのあるのは人の知るところ。

この ganza・>ganj-とならんで， しばしば用いられるものに dlwelnがある。 dlwanは
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*diPiPana・「文書 Cdipi・〉の保管所」の hoplologyで，語原からみても，diz i nibistと並

び存する本格的な1"文庫」を意味する語である。アラブのイラン侵入後における，ゾロア

ストラ教聖典の歴史をつたえる一節句.14参照一一DkD.5155-21 =DkM. 40610-407心に

も，diwan ud ganj 1"文庫と宝庫」という表現や hamagdiwan 1"総合文庫Jなる語がみえ

る。 hamagdiwanというのは，写本にある hmyhdiwanすなわち hamihdiwanを筆者

が改読したものであるが， この改読はなんら浴意、的なものではなし したがって hamag

ardestan 1"総合宝庫」とパラレルに理解することができ， これを逆にいえば，hamag ardes-

tan 1"総合宝庫Jなる筆者による解読は， この hamagdiwan 1"総合文庫」によって， その

正しいことを立証されることになる。両施設が，いずれも， ゾロアストラ教聖典に関連して

いることを，とくに注目したい。

udイpas'az wizend (ud> wisowisn i 'az Tazigan 'δ-iz diwan ud ganj i kiswar 

mad， hujシawardAdurbad i Adurjωァδbayi Farroxzadan i hudenan pesobay 'bud， 

'han pacen i kustagiha pargandag 'bud， nδig abzar 'az pargandagih 'abaz 'δ+hamag 

diwan午s'dar 'aburd， 'andar nigerisn ud handazisn iδ weh den Abestag ud 

Zend ud pδry，δtkesan gowisn hangosidag pairog i 'az 'han brah 'abaz kerd. 

そして，国の文庫と宝庫にタージ(アラブ〉からおそってきた災厄と混乱ののちに，善

教徒〈ゾロアストラ教徒〉の守教 (peSδbay)であった聖アードゥルバーディ・アード

ゥルファッローパイィ・ファロクザーダーンは，各地に散在していたかの (Denkard書

の〉写しを，またかさねて，散在状態から首都の総合文庫にもたらし，考察したり，

善教(ゾロアストラ教)のアヴェスターとゼンドならびに先師たちの語録と照合したり

して，かの光輝からの反映のごときもの(テキスト〉を，ふたたび作成した。

ィpadskげI;aram ud wizend i 'o Zarduxst i Adurfarrobayan i hudenan pesobay 

'bud， jast， 'han-iz diwan 'δu必δwisnud 'han nibeg 'o wおおtα:gihud pargand.α:gih 

ud az-as 'δ-tZねhwanihud winastagih ud Tudagih mad. 

善教徒の守教であったザルドゥクシュティ・アードゥルファッローバヤーンを襲った，

おそるべき不安と災厄のために，かの文庫も混乱におちいってかの CDenkard)書は散

失散乱し，やがて欠損，汚渇，汚械とまで化してしまった。

ud 'az 'hanイtas，'an， Adurbad i Emedan i hudenan pesobay， 'az yazdan sobari・'Sn

(ud> den mαhist ayar-dahisnih nog abzar 'pad xWahisn ud +wizδiyisn ud ranj i 

meh ham nibist， 'ce 'az 'han wisandag ud uzruftag ud sudag ud xag-ameg diwan 

'abaz windid. 
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そして，そののちに，善教徒の守教たる余，アードヮノレパーディ・エーメーダーンは，

神々の恩をうけ，また(ゾロアストラ)教の最大の助けを譲って，あらためて，探求し

研究し努力をかさねて，これを書きあげた，というのは，その結果，散乱し破蟻し閑却

され塵にまみれていた文庫を，ふたたび発見したからである。

ud 'ed 'ce 'az 'abaz 'grijtagfh ud burdagfh ud truj均:gfh'abaz 'aburd <ud> az-as 

wiZid， madag mow hampursagfg xrad ayarfh， 'ρad 'abaz handaxtarfh i 'd 

pδryδtkesan i pesenigan gtδwisn kerdag Abestag paidagfh (udJ abzdn i 'az weh 

den danagfh daragfha padis arast， ud ristagenfd bam-l i 'az padfrag i 'han brah 

i 'az rdSnih i bun 11δsn. ud' hammisfha kerd， 'pad weh di!n nimadarfh， 'en i nllmi!nid 

'pad starfh manag i 'han 'wazurg bun Denkard 1000 Dar，αg. 

葬われ持ち去られ盗まれた状態から取りもどしたところのこれ ('ed'Ce)一ーそのなかか

ら〈恨め az-as)， マグシ且祭司との対話によってえられた知恵にたすけられてのこと

であるが，えらび出したわけで，先師たち，すなわち先哲たち，の語録と照合すること

によって，アヴェスターの啓示を善教からの知識で増補してそれに寧をつけ， (それを〉

光源の光から出る光輝の反射からの一つのかがやきと定義した。要するに，蕃教の指南
げん

にもとづき，かの大原 Denkard(書〉に似た規模に因んで，これを「千草(の書)Jと

名づけることにした。

ここに取り扱われているのは Denkardの歴史であるが， 現在 Denkardとよびならわして

いるテキストは，ここでは，最後に記されている「千章(の審)J (Hazar Darag)のことで，

編述者はアードゥノレバーディ・エーメーダー γ。 これにたいし， かれが「大原 DenkardJ

とよんでいるのは，その先稿本で，上来引用した範囲では，この先稿本のイスラム時代の歴

史が取り扱われている。

ダーラヤワウシ且の存命中に完全に機能を果たしていたものは，中央宮(三門官一一7)

とアルダスターナ宮 (8)あたりとみられる。クシャヤーノレシャーのハンディシュ宮は，構

造面からは，アルダスターナ宮をそのまま拡大したものとも見ることができるから，その性

格や役割りも，おおよそ， 見当がつく。 とすれば， 問題は， いわゆる宝庫と総称されてい

る部分 (17，16=九十九柱の間， 15=小百柱の間)の起工年代であろう。大玉の居住に考惑

を払わない，純然たる宝庸としての建造物が，いずれは，必要となったろうことは明らかで

あるが， しかし， その年代措定は筆者当面の論考の範囲外にある問題である。 筆者による

Ardastanaの解明が受けいれられるならば，これを出発点として，ベルセポリス王宮群の最

初期の腔史を， もう一度考えなおしてほしいと思う。このほか，しばらくぶりで古代ベルシ

-18 -



ア語碑文と取りくんだ筆者には，疑問のいくつかが目につく。本稿でくりかえし取り扱った
(註 4) 註 4). 

tacara-，別稿でのみ取り扱った handis-，それに， word-formationの面から論議がつくされ

ているとは思えない， いわゆる「万国の門Jd u v r () i m visadahyumなど，かれこれ按ず

れば，古代ベルシア語かならずしも広い門ではないことを痛感する。へロドトスの「歴史J

1， 98によると，メディア玉デイオケスのアグバタナ(現ハマダーン〉玉城にも，王宮と宝

蔵があった。玉城の構成要素として，宝庫は欠くことのできないものである(上説 p.16も

参照〉。 ベルセポリス王宮における最初期の宝蔵・宝庫としてダーラヤワウシュが反復刻銘

したタチャラの性格が，ながく埋没していたことは，遺憾というほかはない。筆者は一連の
ごうじよう

論考によって，スーサの「ダーラヤワウシュのタチャラニハyディシュ(合成〉宮J， ベル

セポリスの「ダーラヤワウシュのタチャラ=アルダ、スターナ(宝庫〉宮」一一一クシャヤール

(註29)
シャーはこれに父王のハンディシュ宮と追刻している一一一，同じく「クシャヤールシャーの

タチャラ=ハンディシュ〈合成〉宮」の性格の一端を解明しようと試みたが，なお及ばない

ものの多々あることをおそれている。

註

1) 以下の本稿では，ハカーマニシュ(アケメネス)朝の王名は主格形一一それも，古代ベルシア語

碑文にみえる形をローマナイズして得られるものを，そのまま片仮名書にする建前をとった。

2) R. Ghirshman: Persia， translated by S. Gilbert and J. Emmons， London 1964， p. 154以下。

図版Iも主として同書によった。

3) アパダーナとよばれるアルタクシャサE世の王宮(スーサおよびハマ〆ーン〉と構造が似ている

ために，この建物も，仮りに，アパダーナと通称されているにすぎなし、。また，よみかたも apada-

na-か ap(p)adan-か，不明。近世ベルシア語では eivan“sofa;portico， open gallery， verandah， 

balcony; palace"としてのこっている。

4) tacara-とhandlS・(hadis・でなしに)については，拙稿「自画自賛一一古代ベルシアの場合一一J

(u西南アジア研究~ No. 22，京都 1969)で取り扱ったが tacara-については，それを本稿でも繰

りかえすことになった。

5) Darius Susa碑文dに「余はダーラヤワウシュ，偉大な王，諸王の王，諸邦の玉，この世界の王，

ウィシュタースパの子，ハカーマニシュの奇。王ダーラヤワウシュは告げる:アウラマズダーの御

意によって余はこのダチャラを (dacaram)造営した。」とある。

6) Xerxes Persepolis碑文 j←一一「余はクシャヤールシャー，偉大な王， ri百五の王，諸邦の王，こ

の世界の王，王ダーラヤワウシュの子，ハカーマニシュの葡。王クシャヤールシャーは告げる:こ

のタチャラを余は造営した。Jアッカド語版では「このタチャラをJのかわりに「この家， タチャ

ラをJとあって，tacara・がなにか術語的な意味を含んでいることを思わせる。

7) Artaxsa~a JI Susa碑文a一一「このアパダーナは余の高組ダーラヤワウシュ(1世〉が造営し

たが，のち，余の祖父アルタクシャサ(1世)のとき，焼失した。アウラマズダー，アナーヒター

およびミスラの御意によって， このアパダーナを余は造営した。J(11. 3-5) 

8) Chicago 1953.ダーラヤワウシュのタチャラ't1の各室に付-した番号はシュミットの解説に従った
もの。
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9) Darius Persepolis碑文a一一「このタチャラを造営したダーラヤワウシュ，偉大な王，諸王の王，

諸邦の王，ウィシュタースパの子， ハカーマニシュの荷。Jなお「その他Jとあるのは， 例えば本

稿 p.15に記す2碑文のごときもの(そのほかにもあるが〉。

10) 正面からの景観は，並河寓虫『ダリウスの遺産~，東京1970，図版 8 にみられる。左端〈写真に

むかつて)最前方には柱廊 (No.1)西壁のニッチが見える。そのうしろの用門は柱廊 (No.めか

ら，同ニッチ背後の室 (No.3)に通じるものO この用門と対称をなす東盤の用門は，右端最前方

にみえる。その用門の前にも，上記ニッチと対称をなすニッチがあるが，写真にははいっていない。

11) E. F. Schmidtの上掲書， Plate 131 A参照。

12) Voyage du Chevalier Chardin en Perse， et autres Lieux de l'Orient， enrichis d'un grand 

λTombre de belles Figures en Taille刷Douce，7iφresentantles anti伊iteset les choses remarquables 

du pays， Amsterdam 1718-ーしかし，本稿の筆者は図版 LXIXは未見。

13) Amanitatum Exoticarum Politico・Physico・MedicarumFasc仰 liV， Quibus continentur Va巾 e

Relationes， Observationes & Descriptiones Asia， multa attentione， in peregrinationibus ter 

universum Orientem， collecta， ab Autore Engelberto Kamp"戸reD， Lemgovia 1712， p. 347. 

14) Cornelis de Bruins Reizen over Moskovie， door Persie en Indie，' 'C.'errykt met driehondert 

kuns砂laten，vertoonende de heroemste lantschappen en steden， ookゐ byzonderedragten， 

beesten， gewassen en platen...， Amsterdam 1714，図版1340

15) 例えば O.P. ViStaspa: Elam. mi-is-da-as・baゃ E.Benveniste: Titres et noms propres en 

iranien ancien， Paris 1966， p. 77 (Elam. Aおusda口 O.P. or O. Ir. -zuSta-); p. 84 (lrdasusda 

可 ta-zuStル); p. 91 (Rasda=ra'Sta・， Rasdama=raStatama-); p. 92 (Ratesda=raOai-Sta-， 8a-

risda=sdri百ル); p. 96 (Yasda口 ya'Sta-)では Elam.・sd・が O.P.・St-を示し，同書 p.83 (Har-

misda=ara-miまdaうでは Elam.-sd・が O.P. -id-を示す。

16) E. Benvenisteの上掲書 p.77(Elam. Akmasdana=O. P. haxma-stana-)， p. 81 (Battisdana 

= patistana-)， p. 85 (Irtasdi仰 α='Apt'uσTゆが， p. 88 (Mipusda=vi・busta-)のごとき。

17) ただ、し， W. Brandenstein (Oct. 25， 189ιDec. 1， 1968)との共著。 Graz大学印欧言語学教授

だったプランデンシュタインは Einleitung，Lautlehre， Wortbildungなどを分担執筆した。

18) 専gvedaVIII 4623 
19) ~写~gve吋da VI 3為2'

20) Grundriss der akkadischen Grammatik， Roma 1953， p. 63， ~ 55， q， 32 a) purussの項参照。

p. 63， ~ 55， qにはんanaku“siegeln": kunukkum“Siegel "，同ページ~ 55， q; p. 52， ~ 50， d 

には ljBL“Unrechttun": lJubullum“Schuld-od. Zins・verpflichtung"がみえる。

21) 並河寓思『上掲書」図版15参照。

22) DkD.=Denkard， A Pahlavi Text-Facsimile edition of the Manuscript B of the K. R. 

Cama 0η・'entalInstitute Bombay edited by M. J. Dresden， Wiesbaden 1966.つぎにかかげる翻

字もこの版によった。+印は筆者による改読， く〉は同じく補訂を示す。この句も細部について

は異説もあるが，本稿の主要課題には関係がないので，それには言及しなかった。

23) DkM. = 771e comρlete text of the Pa 
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kerung Zur Annahme der mazdayasnischen Religion veranlassen.“とある。同教授の立場にたっ

て原文を直訳すれば「全アリアン地域をしてマズダヤスナ教の上に立脚させよ， との命を布行した

( ? )Jということになろう。 この見解は， I司教授の著A 1vlanual of Pahlavi， I， Wiesbaden 1964， 

Index p. 143にも，そのまま踏襲されている。問題の語が Aryastanとよまれているからである。

また， H. W. Baileyの上掲書 p.219では hatnakargasl伽ゆarden mazdesnとよまれ，訳は

付されていない。R.C. Zaehner: Zurvan. A Zoroastriαn Dilemma， Oxford 1955はutestenitan 

i hamak argastan apar den maz必snδuskar初rt(p. 32) とよんで“andhe examined (the 

possibility) of bringing all systems (?) into line with the Mazdayasnian Religion." (p. 8)と訳

し，argastan (くarg-)は“trouble，righteous e妊ort"の意味なるも他所には見当たらない (p.34) 

と註している。 iすべての体系 (hamakargastan)をゾロアストラ教のうえに立たせること (este・

nitan…apar den mazdesn) Jと解し， それを「・…・・ゾ教と調和させることJというふうに理解す

るのであるが，筆者には，まったく，理解しがたい。

26) ard(α)>alをみせているものは Arabo-Persianalat， pl. alat. 

27) この王朝(? )名の呼びかたにつし、ては異論もある。 PaulNaster: Note d'Epigraphie monetaire 

de Perside: fratakara， frataraka ou fratadara? (lranica Antiqua， V 01. VIII， Leiden 1968所収入

p. 74 ff.参照。

28) オストラコン No.925， dated 50 B. C.に gznbr=gaznbarがみえる。 Sogd.razn参照。

29) p. 14参照。
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On the function of Darius' Palace 

(tacara-) at Persepolis 
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1 have treated of the two words tacara情 andardasttlna-. As for tacara幽， it may 

be derived from tak・“torun， to flow". Morphologically tacara-is composed of the 
present stem tac，α町 andthe suffix ・ra，hence tacara・impliesas nomen agentis“running 

out， flowing out (of what may be regarded as main building) "，“detached palace". 

When the palace of Darius is called tacara-， it is because of its being regarded as a 

building detached from the Central Palace (Herzfeld's so-called Tripylon) or the Apa-

dana. Therefore， Xerxes' Palace should be called Xerxes' tacara・:I-Iandis. That the 

Handi・sis a tacarル， most probably，of the Tripylon or of the Apadana can be confirmed 

by the tori with the inscription Xerxes' Persepolis j found臼lingthe several rooms 

of the western wing of the so-called Harem. Of the same king， another tacara-was 

discovered below the Persepolis Platform to the south. No wonder that New Persian 

tazar means “summer house" because tazar is a detached house for summer residence. 

In the Darius' tacara-， eighteen times is repeated the trilingual inscription Dar 

Persepolis c (cf. p. 6). The Old Persian text says “αrdastanル madein (or for) 
the House of King Darius". The reading ardastana・maybe justi五edby the Elamite 

har-da-is・da-na，because Elam. -sd-can represent also O. P. -st・.Generally O. P. ardaシ

tana-has been looked upon as technical term， meaning “Halbstand， vielleicht Fenster-

kronung od. -sims" (p. 7: Bartholomae)，“dρ00σ-ra句 "(ardastana-p. 7: Herzfeld)， 

“frame， corner繍pi11ar"(ardastana-， p. 7: Herzfeld)，“place of light， i. e. window-

frame or ・cornice"(p. 8: Kent) ，“threshold， sil1" (p. 8: Henning)， or“Halb-

Saulen・Stand"(*arda-stuna-stanル>ardastana-， p. 8: W ust)， according to the various 

treatment of arda-. 1 have rejected all of the interpretations and connected arda-with 

ard-(arad-): Ind. rd，か“tobecome large， to prosper， to become rich"， hence ardas-

tana-means “Treasure-place， Treasury". Ir. ard-and its derivatives attested in Av. 

may account for the fact that Ir. ard-is intransitive， not transitive. Y. 5011 (p. 9): 

“May the Creator of the wor1d become rich and prosperous (arada~) in order to 

rea1ize (haiOyazJarastq:m)， through Vohu Manah， what is the foremost in His desire!" 

Y t. 10120 (p. 10r:“Mithra (is) prosperous (araBwa) among all of the righteous Mazda-
yasnians." Yt. 1217 (p. 10) :“ That tree... which cures good， cures abundant (i. e. 

many diseases， araBwd.bis) that is called by the 
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pid). My interpretation of ardastana-“treasury" may be justified by the Akkad. 
version kuburre. kuburre or kuburrum is a ρuruss type noun to KBR or kabarum 

“to become large" just like kunukkum“Siegel" to kanaku“siegeln" and l;ubullum 

“Schuld-od. Zins-verpflichtung" to 1;JBL“Unrecht tun ". In his Altpers. Inschriften， 

p. 76， Herzfeld has cited Clay: Babyl. Rec. II， n. 30 and 44 apud Thureau-Dangin: 

Alle andren gottheiten treten in den tempel ein， aber Papsukkal dans le k u b u r r u 

de la porte du sanctuaire s'arretera and regarded the kuburrum as oρ'r'Oστ.a'r'lJ・ But

the kubU1ァumis nothing other than “treasury" (ardastana-). 

My linguistic argument seems to be cogent from the view-point of architecture. 

In spite of the fact that the palace (30 m X 40 m) is far more smaller than the Apa-

dana (60 X 60) or the large 100 Column Hall (70 X 70)， it is divided into as many as 17 

sections with exception of the portico. This very fact may be su伍cientfor revealing 

the whole structure to be treasury which is constituted in its turn of many small 

treasuries behind the niches iuscribed. Besides， a file of men relieved on both sides 

of the parapets of the southern stairway as well as on the northern face of it can be 

regarded as servants t r a n s f e r r i n g the tributes into the Treasury. That the building 

was called Ardastana or Treasury may be inferred from the four window-frames 

inscribed on both sides. The north-eastern small hall is regarded as king's private 

room in the light of the reliefs on the jambs of doorways leading to this room. But 

the hall can be supposed to be a small treasury by the niche. Two elements， see-

mingly cantrary to each other， may easily be reconci1ed， considering the fact that in 

garδdamana-not only keeps Ahura Mazda His residence but also are deposited His 

dが“properties"as well as the merits and demerits of mankind. 

Last1y 1 have cited the Denkard passages: (a) ed. Dresden 51113-20=ed.恥1adan

41217-4132 and (b) Dresden 5155-21 = Madan 40610-4079; see pp. 14 f. and 17 f. The 

text (乱)says that Sabuhr 1 investigated the establishment of a Whole Treasury (hamag 

ardestan) concerning the Mazdayasnian Religion. The script read here ardestan can 

allow the reading alestan with the Persian treatment of al-くard-(cf. N. P. alat， pl. 

alat). The former reading has been preferred only because ardastana、regardedas a 
well-nigh proper name， must have been relieved of the Persian treatment. But it is 

insignificant which of t 
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